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Thebreedingplacesandmorphologicalfeaturesofseveralspecimensbelongingtothe

"cﾉﾉ“αtes-complexofHvno〃"sfromOoyamaandOumiwerestudiedandcomparedwith

thoseofH.liche"α"紺fromKashiwazakiCitv,NiigataPref.

ThebreedingplacesinOoyamaandOumiareswampswithseveraltricklestreamesin

thedeciduousforest,whileinKashiwazakitheyarecreekswithrapidflowinthedeciduous

forestwhichistypicalforthebreedingplaceinH.licﾉ泥泥α/禰・Inthesurveyin1982,the

specimenscollectedareasfollows:7adultmales.5pairesofeggsacsand1over-wmtered

larvafromOovamainMay18;5adultmalesand4pairesofeggsacsfromOumiinApril

16:10adultmalesand6pairesofeggsacsfromKashiwazakiinApril19・Manymorphologi-

calsimilaritiesexistbetweentheadultmalesfromOoyamaandthosefromOumi，butthose

specimensdifferfromH.Ik舵"""（fromKashiwazaki.Intheformer,thelongesttoesof

appressedlimbsarejustmeetingorseparatedby1/2inter℃ostalfoldandthefifthtoesofthe

hindlimbarevestigialinnearlyallspecimens.Ontheotherhand，inthelatter、thelongest

toesofappressedlimbsoverlap1-2intei℃ostalfoldsandthefifthtoesofthehindlimb

developewell.ItwasreportedthatinH.aheithelongesttoesofappressedlimbsareseparating

1-2intercostalfoldsandthefifthtoesaredeveloped(Sato,1943)．Furthermore,thesurface

ofeggsacsobtainedfromOoyamaandOumilacksthelongitudinalstria,whichisoneofthe

characteristicsoftwoJapanesesalamandersH.lichenα"おandH.abei,Eggsacsofsalaman-

dersfromHakuba-mura.NaganoPref.(Matsui,1980)andfromToyamaCity,ToyamaPref.

(Nambu,1982)alsolackthestria・Bythesefeaturesinadultmalesandeggsacs,the

salamandersfromOoyamaandOumiareven'closewitheachotherbutdifferfromH.licﾉzgγ奴"fs

andH."b“・Itishighlyprobablethatthesesalamandersarehithertoimdescribedspecies

andmightbenewtoscience.

近年，
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地理的に隣接した石川，富山および
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長野県より，従来知られていなかった，透明

で紐状の卵嚢を持つ静水産卵型のサンショウ
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ウオの生息が確認された。宮崎（1977,1978,

1979)は，石川県羽咋市およびその周辺に生

息するサンショウウオを，京都府丹後地方に

局在して生息すると考えられていたアベサン

ショウウオHa6“と同定した。松井・松井

(1980）は長野県白馬村産サンショウウオをト

ウホクサンショウウオ且〃c〃〃latusと同定す

るには問題があることを指摘し，そのサンシ

ョウウオをトウホクサンショウウオと近縁な

種として位置づけた。また，松井らは白馬村

周辺地域，特にトウホクサンショウウオの南

限と考えられていた新潟県青海町のサンショ

ウウオを再検討し，各地産のトウホクサンシ

ョウウオの種内変異の実体を明らかにする必

要性があることを述べている。一方，著者は，

富山県富山市において，上記の種と近縁で，

佐藤（1943）によるトウホクサンショウウオ

群に含まれると考えられるサンショウウオに

ついて予報的に報告し（南部,1982)，現在そ

の分類学的位置について検討中である。この

ように，中部日本の日本海側には，透明で紐

状卵嚢を持つ分類学上問題のあるサンショウ

ウオが生息するが，当面，特に検討を要する

地域および地理的に隣接した地域のサンショ

ウウオの生息調査を行い，標本を得，それら

の分類学的位置を検討する必要があると思わ

れる。著者は，1982年4．5月に富山県上新

川郡大山町，新潟県西頚城郡青海町で分類学

的位置の明らかで､ないサンショウウオの一種

{Hynobiussp.)の生息を碓認した。本報告で

は，産卵地点周辺の環境，産卵状況および得

られた標本の形態学的特徴について簡単に報

告する。なお，比較のため，本調査で得られ

たサンショウウオと近縁と考えられるトウホ

クサンショウウオの調査を同年4月に新潟県

柏崎市で行ったので併せて報告する。

調査と方法

富山県上新川郡大山町，新潟県西頚城郡青
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海町および新潟県柏Ill奇市における現地調査は

繁殖期と考えられる1982年5月18日，同年4

月16日および､4月19日にそれぞれ行った。発

見した産卵地点で，卵，幼生および成体の確

認を行い，この地点周辺の環境および水生動

物相について調査した。

採集した標本は，実験室内で外部形態の特

徴を観察した。卵襲は，長さおよび幅を計測

し，含まれる卵の数を記録し，実体瓢微鏡下

で卵径を計ffli]し，さらに卵嚢外皮を観察した。

また，卯の発生段階(St.)を沢野(1947)のI、

ウホクサンショウウオの発生段階図に従って

同定した。成体は，クロレトン溶液で麻酔後

体の各部の計測を行い，体の左側で，前後肢

を体側で伸長した場合の指曲上端の開きあるい

は会重の程度を観察し,10%ホルマリンで固

定した。その後，軽く水洗し，70％エチルア

ルコール中に保存した。アルコール浸標本に

ついて鋤11蓋歯列および外部形態の観察を行

った。なお，計測の方法は松井（1979）に従

った。すべての標本は富山市科学文化センタ

ーで収蔵している。

結果

生息環境・産卵状況

富山県大山町本調査地点は，山間部の涯泉

から流出した水が扇状に広がってつくる小さ

な湿地で，底質は砂と小さな磯が混在する泥

である。この湿地は蘇類で種われ，スケの一

種とイがみられる。湿地の背後の緩斜面には

イヌコウリヤナギなどのヤナギ類が多く，ヤ

シャブシ，タニウツギなどの低木および､クマ

ノミズキなどが生育する。水中には，オナシ

カワケラ科の一種が多く生息し，｜､ビケラ科

の一種などもみられる。

卵嚢は，直径20cm,長さ240cmおよび直径30

cm,長さ70cmの倒木の下面と(PlateIA,D),

蘇類の基部に産みつけられているのか確認さ

れた。この部分には水が流入し，水深3～5
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卵嚢は，流木と落葉で水流がさえぎられた

数ヶ所で(PlateIB),水深数cmの位置に確認

された（気温10.7℃，水温9.5℃)。卵嚢の周

辺と泥中からは雄の成体が認められた。

cmの小さな水溜ま0をつくる（気温19.5℃，

水温10．5～12.6℃)。卵蕊の周辺からは雄の

成体が確認され，落葉の堆枝する水溜まりに

はst.63の越冬幼生が認められた。

新潟県柏崎市トウホクサンショウウオの産

卵場は，山間部の本流に注ぐ沢で､ある(Plate

IC)。水は，安定した岩盤の間を流れ，所々滝

状に落ち込み，下流部はやや開ける。底質は

喫である。このような沢は，佐藤（1943）が

示したトウホクサンショウウオの典型的な産

卵場である。沢の両側は急斜面で鴨，チャボガ

ヤ，ガマズミ，ツリバナなどの低木がはえる‐

この流水中には，フタスジモンカケロウ，タ

ニガワカケロウ属の一種，ウエノヒラタカケ

新潟県青海町産卵場は，山間部より流出し

た沢がつくるやや開けた湿地で､，下流部は伏

流水となる。底質は泥で，水はおもに湿地の

両側を流れる。湿地には，ヨシの一種、スケ

の一種，スギナなどがはえる。周囲の斜面に

はハンノキやキブシなどの低木が生育し，一

部にスギの植林がみられる。水生動物として

オニヤンマのヤゴが多く，その他カワトンボ，

ミルンヤンマのヤゴ，ヨツメトビケラ，甲殻

類のミズムシなどが生息する。

Table1.Measurementsinlivingstateandmeans±SD(ranges)ofsalamanders

collectedinthepresentsurvey.Ad=adult;TotL=totallength;

SVL=snout-ventlength;HL=headlength;HW=headwidth;

BW=bodyweight.
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ロウ，コカケロウ属の一種，フタツメカワケ

ラ属の一種，ミルンヤンマのヤゴ，ガガンボ

科の一種などの水生昆虫の他，カワニナ，サ

ワガニ，ヨコエビの一種などが生息し，両生

類では水中でタゴガエルが確認された。

卵嚢は，流木と落葉で流れがさえぎられた

水溜まりにある細い枝と峡の下面に付着して

いた（気温13.2℃，水温10.2℃)。後者の割合

は，確認されたすべての卵嚢のうち約17％で

あった。また，卵嚢の周辺と燦の下に雄の成

体か確認された。

成体の形態

各調査地域で採集された成体はすべて雄で

あった。大山町および青海町からはそれぞれ

7個体と5個体のサンショウウオの一種が，

柏崎市からは10個体のトウホクサンショウウ

オが採集された。生体の各部分の計測値を

TableIに示す。大山町産の標本の平均体長

および､頭胴長はそれぞれ95.2mmおよび53.1mm

で，青海町産の105.8mm,57.5mm,柏Ill奇市産の

トウホクサンショウウオの126.6mm,65.5mnij;

り小さい。また,大山町産の平均体重は3.38g

で，青海町産の5.34gより軽<,柏崎市産の

8.59gに比べかなり軽い。なお，柏HI奇市産の

トウホクサンショウウオは，丸山（1977）か

報告した新潟県川上村産の標本(体長118.2±

21.4mm,頭胴長63.7±3.9mm,体重7.2±1.29,

N=30)に比べやや大きい。

左側の体側の肋搬(costalfold)数，生体の

前後肢を体側に伸長した場合の指li'li;端の開き

あるいは会重の程度（肋級数で示し，以下前

後肢の関係と略す)，後肢の第5肌の発達の経

度(退化型,－;痕跡型,＋；よく発達,＋＋と表

す）をTable2に示す。大山町･青海町産の標

本の肋雛数は，11条がそれぞれ2f.1ft,12条

が5個体および3個体あ|)，柏|崎市産トウホ

クサンショウウオは10個体すべてII条であっ

た。前後肢の関係は，指Il'-ll端が接するものか

大山町･青海町産でそれぞれ4個体と3個体，

焔肋雛開く佃1体が1個体と2個体，1肋雛開

くものと重なるものが大山町産でそれぞれ

1個体観察された。柏Ill奇市産トウホクサンシ

ョウウオで､は，1肋雛重なるもの7個体，2

肋搬重なるものが3個体観察された。佐藤

(1943）は，京都府産アベサンショウウオの雄

Table2.Comparisonofthreediagnosticcharactersofsalamanderscollected

inthepresentsurvey.Figuresinthetableshowthenumberof

speclmens．

Formand

locality

Hynobiussp.

Ooyama,Toyama

Hynobiussp.

Oumi,Niigata

H.licﾉzどれ““

Kashiwazaki

Niigata

Numberof
N

costalfolds

Numberofcostalfoldsbetween

tipsoftoesofappressedlimbs

Developmentot
the5thtoe

1112-2-1+0+1+2+++

011*410610

2300（2）＊30 00

1010000073(1)"09

*showsbetween－Iand十()．＊＊showslefthindlimb．
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locality

大山町・青海町の跡'"0〃"sspについて(予報〉

A－E

F－H
l I

Fig.1.Schematicdrawingsofthepalatesofthesalamanderscollectedinthe

presentsurvey,showingvariationsinshapeofvomero-palatineteeth

series.A.B.C.Hviﾉ0""ssp.fromOo¥'ama.To¥-ama;D,E.Hyno〃"s

so.fromOumi，Niigata;F.G,H,H.lichenatusfromKashiwazaki,

Niigata.Scale=Smm.

Table3.Comparisonofnumberofvomero-palatineteethandjawteeth

(means±SDandranges)ofsalamanderscollectedinthepresent

survev・I.outerbranch;II,innerprincipalbranch.Upper,maxillary

teeth;Lower,dentarvteeth.

Vomero-palatineteeth

right l.'tl
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111 tota： tOtal
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10個体のうち，前後肢の関係が接するもの，

1，1．5，2および3肋搬開くものをそれぞれ

1，3，2，3，1個体報告している。また，

トウホクサンショウウオでは1～2肋雛重な

ることを報告している。今回測定の対象とし

た柏崎市産の標本は佐藤の報告によるトウホ

グサンショウウオと一致するが，大山町およ

び青海町産の標本は両種の中間を示すことが

認められた。左右の後肢の第5靴の発達の程

度は，青海産の5個体はすべて退化型で，大

山町産では1個体が痕跡型，6個体が退化型

である。柏Ill奇市産のトウホクサンショウウオで

は，1個体の左側が退化型，右側は5吐性で

他の個体はよく発達した5吐性である。佐藤

(1943）によると，京都府産アベサンショウウ

オは5吐性であり，松井・松井（1981）も京

都府産アベサンショウウオ4個体で|司様な結

果を観察している。また，佐藤（1943）は，

山形，秋田，新潟の各県のトウホクサンショ

ウウオは5吐性であるが，個体変異があり，

退化痕跡型，退化型が認められることを報告

している。丸山（1977）は，新潟県田上村産

のトウホクサンショウウオの成体,雄26個体，

雌4個体について，左右とも完全な5at性25

個体，痕跡型3個体，左が完全な5I'll性で右

が4吐性2個体を報告し，今回観察した柏''1奇

市産の1個体に同様な吐数が認められた。

各地域産の鋤口蓋歯列の形をFig.2に，外

枝と主枝に存在する小歯数および上顎と下顎

に存在する小歯数をTable3に示す。大山町

産の鋤口蓋歯列の形はV字型が3個体(Fig.

1A),i幅が狭く深いV字型が3個体(Fig.lB),

l幅が広く浅いV字型が1個体(Fig.lC)認めら

れた。また，外枝の発達が左右両側，左側，

右側が悪いものがそれぞれ1個体認められた。

青海町産は,V字型が3個体(Fig.2D),ややI胴

の広いV字型が2個体(Fig.2E)認められた。

柏崎市産のトウホクサンショウウオでは,v^

型6個体Fig.lFU岡が広くU字型に近いV字
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型2個体(Fig.lG),帆が広く浅いV字型2個体

(Fig.lH)認められた。前二者の鋤口蓋歯列臆

柏崎市産に比べ'幅が狭く，深いV字型を示す

個体が多い。佐藤(1943)によると，トウホク

サンショウウオの鋤口蓋歯列は，短いUある

いは多少V字に傾くが，秋田県，山形県，新

潟県では展型的なV字を示すことが報告され

ており，今回の柏崎市産の標本についても同

様な結果が認められた。また，大山町，青海

町産の鋤口蓋歯列は，松井･松井(1980)が図

示した京都府産の雄のアベサンショウウオの

U字型とは異なる。鋤口蓋歯列上の小歯数は

各地域産の標本について左右差が認められた

が，傾向は認められなかった。この小歯数の

合計の平均数は，大山町産25本(21-29本,

青海町産265本（24-28本）である。これら

は，柏Ill奇市産のトウホクサンショウウオが示す

34.8本（30-48本)0約10本少なく，佐藤

(1943）の示したアベサンショウウオの32本よ

りさらに少ない。上顎と下顎に存在する小歯

数は，各地域産のほとんどの標本で上顎より

下顎に多く認められるが，大山町と柏崎市産

では，同数および上顎に多く認められるもの

がそれぞれ1個体観察された。上顎と下顎の

小歯数の平均本数は，大山町，青海町産でそ

れぞれ58.9,61.1本，59.4,64.6本であり，

柏崎市産のトウホクサンショウウオの74.1,

78.4本に比べ少ない。

生時の体色は，柏崎市産のトウホクサンシ

ョウウオでは，背面が青味を帯びた褐色を基

色とし，淡黄褐色の細点が密に存在し(Plate

IF)その程度によn黒色にみえる個体から黄

色に近い伽|体まで，体の色調は様々である。

尾部の基部背面は胴部背面よ')黄色がまさり

尾部背縁や側面では菰褐色の斑を形成するこ

とが多い。体側から11曳面にかけ基色が淡くな

り，青味を帯びた小点が存在するが，散在す

るものから一面に地衣状に広がるものまて個

体差がある。この小点は，四肢背面と，尾部
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よび青味を帯びた小点の分布は，柏崎市産ト

ウホクサンショウウオおよび青海町産の標本に

似るが，青白色の地衣状斑は顕著な個体が多

(̂PlateIE)。

特に腹縁側にも認められ，同様に個体差が大

きい。青海町産の標本の背面は，暗褐色の基

色に黄褐色の細点が密に存在し，柏崎産の標

本よf]黒色がまさる。腹面と尾部の体色のパ

ターンおよび青味を帯びた小点の分布は,柏崎

市産に似る｡今回観察された青海町産の5個体

間の体色，尾部における黄褐色斑および青味

を帯びた小点の分布について個体差は少ない。

大山町産の標本では，背面の基色は赤褐色の

個体と黄褐色の個体が認められる。黄褐色の

基色をもつ個体のうち，顕著な暗色斑が斑点

状に散在する個体が3個体でみられた。これ

らは，今回観察した標本中では色調が最も特

徴的であった。腹面と尾部の体色パターンお

卵嚢・卵の形態

各調査地域で採集された卵嚢は，大山町5

対，青海町4対，柏崎市6対であった。

卵嚢の長さとi隅，それに含まれる卵数と卵

径をTable4に示す。卵嚢は各地域産とも無

色透明で，大山町産1.5～2回，青海町産1.0

～2．5回，柏崎市産トウホクサンショウウオ1.0

～1．5回巻く。長さと幅の平均は，それぞれの

地域産において80×lOmm,113×13mm,119X
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南部久男

15mmであり，いずれも卵嚢外皮に横雛が存在

する。アベサンショウウオとトウホクサンシ

ョウウオの卵嚢外皮にみられると同様の規匪

正しい縦条(佐藤,1943）は，柏崎市産のすべ

ての卵嚢で肉眼でも容易に観察できた(Plate
・

IE)。しかし，今回観察した大山町および青海

町産のすべての卵嚢では，肉眼(PlateID)お

よび実体顕微鏡下で縦条は観察できず，その

点において,長野県白馬村産のサンショウウオ

(松井,1980),富山市産のサンショウウオ(南部

1981)の卵嚢外皮に似ている。一腹卵数の

平均は，大山町産29.2個(25-33個,N=5),

青海町産45.3個（37-55個,N=4)および

柏崎市産トウホクサンショウウオ54.8個（47

-62個,N=7)であった。山形県念珠関産

のトウホクサンショウウオおよび京都府産の

アベサンショウウオ（佐藤,1943)，石川県羽

咋市千路町のアベサンショウウオ(竹田,1979ノミ

長野県白馬村産のサンショウウオ（松井・松

井,1980)および富山市産のサンショウウオ(南

部,1981)の一腹卵数の平均はそれぞれ43.0個

(36-51個,N=10),61.8個（43-72個,N

=10),84.1個(20-123個,N=40),51.3個

(43-66個,N=4),87.9個(43-115個,N=

26）で，大山町産の一腹卵数はこれらと比較

して最も少ない。また，今回観察した柏崎市

産トウホクサンショウウオの一卵嚢中の卵数

は26.6個（19-33個,N=12)で,東城(1976)

の報告した新潟県田上村産のトウホクサン

ショウウオの17個（9－31個，N＝119）に

比べ多い。卵径の平均は大山町，青海町およ

び柏崎市産サンショウウオで､それぞれ2.74,

3.21,2.96inmであった。卵の色は三地域産と

も動物極は暗褐色，植物極は灰黄白色で､あり

地域による差異は認められなかった。

考察

今回報告した富山県大山町と新潟県青海町

産のサンショウウオの一種は，雄の成体と卵

8.覇

嚢の形態などに類似点が多く，新潟県柏崎市

産のトウホクサンショウウオとは相違点が多

いことが明らかとなった。特に，佐藤（1934

1943）がアベサンショウウオとトウホクサン

ショウウオの安定した識別点とした前後肢の

関係が，大山町および青海町の標本では両種

の中間を示すことが認められた。また，アベ

サンショウウオとトウホクサンショウウオの

卵嚢の顕著な特徴と考えられている卵嚢外皮

の規則正しい縦条が認められないことが明ら

かになった。卵嚢のこの特徴は，長野県白馬

村産のサンショウウオ（松井･松井，1980）お

よび富山県富山市産のサンショウウオ(南部’

1982）で報告されている。このため，大山

町および青海町産のサンショウウオは，これ

らの地域に生息するサンショウウオ，宮h

(1977,1978）がアベサンショウウオとした石

川県羽咋市およびその周辺に生息するサンシ

ョウウオとよく似ていると思われる。以上の

ように，これらの地域すなわち，中部日本の

日本海側に生息するサンショウウオは，分類

学上問題があり，詳細な比較形態学的検討が

必要で､あると考えられる。また，このように

疑問種の検討に加えて，松井．松井(1980)

が示唆したように，地理的変異が大きいこと

が知られているトウホクサンショウウオ（佐

藤，1943）の種内変異についても改めて充分

な研究力望まれる。
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PlateI

A:CloseviewofbreedingplaceofHynob"紺sp..Ooyama-machi,

ToyamaPref,

B:CloseviewofbreedingplaceofHytﾉ0〃"ssp..Oumi-machi,Niigata

Pref,

C;BreedingplaceofH.lieﾉjewates,KashiwazakiCitv.NiigataPref,

D;ApairofeggsacsofHyno〃"ssp.attachedtoaclownwood，

Ooyama．×().7．

E:EggsacsofH.hche"αlusattachedtoasprig.Kashiwazaki.×0.6

F:AnadultmaleofHviI"〃"ssp..Ooyama.×〔).8．

G;AnadultmaleofH.he､Iicimlus.Kashiwazaki.×0．6．
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